
主体的に考え、共に学びを深めていく児童生徒の育成
～「思考」と「表現」の一体的な充実を通して～

本校の児童生徒は、明るく素直で、真面目に学習に取り組むことができる一方、思いや

考えを伝える表現力や相手意識が不十分であるという課題がある。この課題である｢表現

力｣は、論理的な｢思考力｣によって支えられるものである。そのため、｢思考｣と｢表現｣の

一体的な充実を図ることを今年度の研究の重点とした。

＜小学校＞ ＜中学校＞

仲間との学び合いを通して、自分の思い 課題を自分事として捉え、主体的に考え

や考えを深めることができる児童 て活動することができる生徒

感じたこと、考えたことを自分なりの表 自分の思いや考えを、相手に伝わるよう

現で伝えることができる児童 に、適切な表現を用いて伝えることができ

る生徒

＜重点①＞ 「思考の場」の充実 ＜重点②＞ 「表現の場」の充実

◇教師が子どもの自力思考を促す発問等を工 ◇各教科等における基礎学力、語彙力を強化する

夫することで、子どもの思考をより活性化 ことで、自己表現するための土壌が更新され、

させることができるだろう。 個々の表現力が向上するだろう。

◇子どもの意欲に繋がる課題を設定すること ◇相手や目的、状況に応じた適切な表現方法を身

で、課題を自分事として捉え、主体的に考 に付けさせることで、相手意識、目的意識をも

えて活動することができるだろう。 って自分の思いや考えを伝えることができるだ

ろう。

思いや考えを深化させる手立ての工夫
確

思いや考えを豊かに表現させるための手立ての工夫

か
◇発問・指示の精選

な
◇各教科等における基礎学力(語彙力含む)の強化

授
◇相手意識・目的意識をもって自分の思いや考え

◇子どもにとって必要感のある課題設定
業

を伝える場の設定

構
◇「話型＋α（自分の言葉）」「話し方・聴き方ス

◇子どもの思考過程をつなぐコーディネート
想

キル」の効果的な活用

（発達段階に応じた適切な指導・支援）

授業構想（Ｐ）→ 授業展開（Ｄ）→ 授業振返（Ｃ）→ 授業省察（Ａ）


